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■人口と世帯

人口　　59,699（－27）
男　　28,209（－４）
女　　31,490（－23）
世帯数　20,765（－１）
10月末現在（前月末比）
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今回の紹介者

牛嶋　賢一さん
鹿本町

（山鹿市文化財保護委員）

※写真はすべて「鹿本町史」より転載
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11月１日号当コーナーで掲載した鹿本鉄道菊池川鉄橋の写真は、
「 治義氏撮影・本山幸嘉氏加工」の誤りでした。訂正してお
詫びします。

「夫レ教育ハ建国ノ基礎ニシテ師弟ノ和熟ハ育英ノ大本
ナリ」とは、夏目漱石の第五高等学校の創業記念日の祝辞
の一節として、有名な詞であるが、今日でも人々の考えの
根幹として存在し、青少年問題や国家問題が浮上するとき
は、必ず話題となる事柄である。
その教育制度は明治５年学制として発布され、同６・７
年には多くの地区で開校され、度々の法改正によって今日
にいたっていることは、ご承知の通りである。
その間一貫して底流に存在してるものの一つに、学年の
進級・修了・卒業というものが、写真に掲げるように存在
した。ただ政令・省令・規則により変化がみられるところ
である。私たちが過去に手にした証書にも、このような歴
史があり、時の流れを感ずるところである。
【参　考】小学校の教育制度変遷
下等小学校（明治６年小学校教則による）
…６～９歳を対象に４年間。
小学校初等科（明治14年小学校教則による）
…６～９歳を対象に４年間。
尋常小学校（明治19年小学校令による）
…６～12歳を対象に４年間。
国民学校（昭和16年勅令による）
…６～14歳を対象に８年間。
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10月22・23日２日間にわたり、水辺プラザかもとで鹿本地区の自慢を集めての「鹿本町
ふるさとじまんまつり」が行われました。
10回を迎えるこの催しは、多くの出店や参加者があり、年々趣向を凝らしたもので来場
者の中には毎年楽しみにしている人もいました。
様々な特産品の販売やひょうたんやうちわの絵付けを体験したり、自分の手でバターを
作って試食したり、大型テントの中では、歌あり少林寺拳法のアトラクションありと盛
りだくさんでした。

２～４p
５～11p
18～21p



※表内の△はマイナス（－）をあらわします

＊住民基本台帳人口：59,785人（平成17年３月31日現在）
…財政課　1４３‐１１１９問合せ

＊グラフに示した以外に、公共用の土地等を先行取得するための土地開発基金が16年度末３億3,317万円（土地を含む）、高校
や大学などの修学にかかる経費に対して貸し付ける奨学資金貸与基金が16年度末２億739万円（貸付金を含む）あります。

市　税

地方譲与税

地方交付税

負担金・使用料等

国庫支出金

県支出金

市　債

その他

合　計

k対前年度伸び率

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

補助費等

公債費

積立金

投資・出資・貸付金

繰出金

普通建設事業

災害復旧事業

合　計

k対前年度伸び率

市議会の運営に

一般的な事務に

福祉の充実に

保健衛生の充実に

農林業の振興に

商工業の振興に

道路などの整備に

消防防災の充実に

教育の充実に

災害の復旧に

借入金の返済に

合　計

k対前年度伸び率

以上のことから、平成16年度普通会計は差し引き13億8,483万円の黒字となりました。また、翌年度に繰り越す事業の財
源5,746万円を差し引いた実質的な収支は13億2,737万円の黒字となりました。
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０.９％ 歳入総額は、前年度比0.5％（１億
4,315万円）の増加となりました。

歳出総額は、前年度比0.9％（２億
5,669万円）の増加となりました。

平成16年度末の長期借入金の残高は、
344億7,283万円で、前年度比1.3％の減少
となりました。

※長期借入金
市が建設事業などを行うのに必要な財
源を調達するために借りるお金です。

積立金は、福祉や教育など特定
の目的のために積み立てる特定
目的基金（６基金）、将来の退職
者の増加に備えるための退職手当
基金、長期借入金の計画的返済の
ために積み立てる減債基金、年度
間の財源の不均衡を調整するため
の財政調整基金からなります。



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

会　　計　　名
国民健康保険事業
老人保健事業
農業集落排水事業
介護保険事業
山鹿市･植木町介護認定審査事業
簡易水道事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

k決算状況

歳入総額
69億4,449万円
78億6,831万円
18億6,424万円
44億2,500万円
4,582万円

２億1,484万円
479万円
1,892万円
319万円
896万円

歳出総額
63億2,156万円
78億5,393万円
18億6,315万円
43億1,577万円
4,582万円

２億1,484万円
12万円
929万円
50万円
241万円

翌年度繰越財源
０円
０円

109万円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円

実質収支
６億2,293万円
1,438万円

０円
１億923万円

０円
０円

467万円
963万円
269万円
655万円

会　　計　　名
簡易水道事業
農業集落排水事業
介護保険事業

16年度末借入金残高
９億3,397万円
86億4,240万円
3,148万円

k市債（長期借入金）の状況

会　　計　　名
国民健康保険事業
農業集落排水事業
介護保険事業
六郷財産区
城北財産区
稲田六郷財産区

16年度末積立金現在高
８億5,459万円
8,175万円
3,578万円
1,500万円

１億1,000万円
2,550万円

k基金（積立金）の状況

総収益
総費用
当年度純利益又は純損益
前年度繰越利益剰余金又は
繰越欠損金
当年度未処分利益剰余金又
は未処理欠損金

k損益計算書

病院事業
27億2,862万円
26億4,079万円
8,783万円
827万円

9,610万円

水道事業
４億3,964万円
３億6,244万円
7,720万円

１億6,592万円

２億4,312万円

下水道事業
９億3,816万円
８億3,040万円
１億776万円

０円

１億776万円

k貸借対照表

固定資産（土地・建物他）
流動資産（現金預金・未収金他）
繰延勘定

資産合計
固定負債（引当金）
流動負債（未払金他）
資本金

うち企業債
剰余金

うち減債積立金
うち建設改良積立金
負債・資本合計

病院事業
16億4,331万円
12億7,246万円
２億4,929万円
31億6,506万円

０円
４億1,060万円
17億7,988万円
16億576万円
９億7,458万円
2,636万円
549万円

31億6,506万円

水道事業
19億8,048万円
７億8,157万円
1,043万円

27億7,248万円
１億573万円
6,877万円

17億2,133万円
13億760万円
８億7,666万円
5,441万円

１億8,000万円
27億7,249万円

下水道事業
193億4,855万円
２億3,860万円

０円
195億8,715万円

０円
８億5,107万円
72億284万円
68億9,359万円
115億3,324万円

０円
０円

195億8,715万円
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方
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エコファーマー認定制度は、持続性の高い農業生産方式
の導入を促進することで、環境と調和のとれた農業生産の
確保を図り、農業の健全な発展に寄与することを目的とし
て県が認定する制度です。
この日の伝達式では、認定の更新を行われた鹿央町の梨
部会を代表して、梨部会長の笠立重生さん（霜野）、新た
にミニトマトで認定された方を代表して、広瀬恭輔さん
（持松）の２名に鹿央総合支所長から認定証が伝達されま
した。今後もそれぞれの分野でご活躍されることを祈念い
たします。

地区のスポーツやレクリエーション活動の普及・促進の
ため様々な行事で活躍している体育指導委員のみなさん。
そんなみなさんの中から、菊鹿地区で指導委員をされてい
る中満幸紀さん（山内）と古閑豪朗さん（菊鹿五郎丸）が
功労表彰を受賞されました。
これは、全国体育指導委員連合会が永年にわたり地域ス
ポーツの発展に尽力した功労に対し表彰するもので、中満
さんに「平成17年度30年勤続体育指導委員表彰」が、古閑
さんに「平成17年度体育指導委員功労者表彰」がそれぞれ
授与されました。おめでとうございます。これからもがん
ばってください！

この大会は、スポーツを通じて障害者相互の親睦を深め、
自立と社会参加の意欲を高めようと毎年開かれているふれ
あいピック。今年は新市発足により第１回大会として開催
されました。大会には市内の心身障害者施設の入所者や父
母の会会員など15団体が参加しました。
また、運営スタッフにはスポーツボランティアあざれあ、
市レクリエーション協会などのほか、鶴城中学校から学生
ボランティアも参加しました。
競技は、メジシンボールやストライカー、ペタンクなど
気軽に参加できるもの。応援も盛んで、参加者もスタッフ
も一緒になって楽しみました。

…全国体育指導委員研究協議会表彰式　10月13日　

…ふれあいピック　10月15日　総合体育館

…エコファーマー認定証伝達式
10月14日　鹿央総合支所

▲中満さん（左）と古閑さん（右）。おめでとうございます！

▲認定証を手にする笠立さん（左）と広瀬さん（右）

▲ボールの行方に一喜一憂。ペタンク競技から



このまちの
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こんなこと満載！

自分で作った色紙台に自分で書いた水墨画を飾る…。そん
な企画が木遊館で開催されました。午前中には、鹿北産の杉
板を使って裁断し、組み立て、焼き目をつけて１時間ほどで
色紙台を全員が完成させました。中には、杉板を裁断した残
りで「リサイクルです。コースターを作ってみました。」と
いう方もいました。
午後は、水墨画家松崎青洲氏を講師に「竹」「蘭」の水墨
画を習い、色紙に描きました。ポイントポイントの指導を受
けると、参加者たちはめきめき腕を上げ、短い時間ながらす
ばらしい水墨画を完成させました。
松崎先生は、「ものを作る楽しさをもっと若い方に知って
欲しい」と話しました。

今回初開催となったスポ
ーツフェスティバルは、世
代を越えて誰もが一緒に楽
しく参加できるスポーツイ
ベントとして開かれ、幼児
からお年寄りまで約1,000人
の参加がありました。
この日は、ビーチボール
バレーやキッズサッカー、
グラウンドゴルフの大会の
ほか、陸上、体操、ニュー
スポーツなどの体験コーナ
ーもあり、参加者はそれぞ
れのスポーツでさわやかに
汗を流していました。
また、スリッパ飛ばし、
ママチャリ100m走など気軽
に参加できる競技で山鹿ナ
ンバー１を競う「なんさま
山鹿一決定戦」も開かれ、
我こそは山鹿一と多くの参
加者が記録に挑んでいまし
た。この競技の最高記録者
は左表のとおりです。

▲ひっそりとたたずむ札所「こんな所にもあったんだぁ～」

…山鹿郡三十三ヵ所札所巡り　10月18・19日　山鹿市内

…やまがスポーツフェスティバル　10月23日　カルチャースポーツセンター

…一日水墨画入門教室　10月15・16日　木遊館（鹿北）

▲めきめき腕を上げ、さな
がらプロのようです！

三十三ヵ所の札所を二日間に分けて、文化財保護委員児玉徳夫
さんに解説していただきながらの札所巡りがありました。
この観音霊場は三十三ヵ所のお堂が、山鹿地区23ヵ所・菊鹿地
区４ヵ所・鹿本地区６ヵ所と全て山鹿市内にあるため、市内を散
策するのにおすすめです。
細い路地や急な登り坂の先にひっそりとある札所もあれば、市
内のまん中に真新しいお堂がある札所と様々なものでした。「こ
んなところにもあるんだ～。」と新たな発見に参加者も驚いてい
ました。
ある女性は「今まで何度か来たけれど、こんなにしっかり観音
様を見たことはなかったです。」と話しました。

朝露がお茶の葉を濡らす中、総合学習「ふれあい学習」
の一環として、岩野小学校６年生33名が茶摘みを体験しま
した。
柔らかな新芽１芯２葉の部分だけを摘む作業も、初めて
の生徒には難しいらしく、茶畑を提供した茶業青年会の小
山さんに「この葉は、かたくて茶揉みできんばい」とチェ
ックを受けていました。
茶摘みの後は教室に戻り、いよいよ手揉みでお茶を完成
させます。フライパンを使ってその日に参観に来ていたお
じいちゃんやおばあちゃんと炒って揉む作業を繰り返し、
１時間ほどでお茶が完成。早速給食でそのお茶を味わいま
した。自分で作ったお茶は、ひと味もふた味も違ったおい
しさだったようです。
また、当日は、他の学年でも祖父母を招待してのミニ運
動会や自分たちで作った芋・お米を使った料理など様々な
総合学習がありました。

…６年生総合学習　10月28日　岩野小学校（鹿北）
茶
摘
み
娘
で
ハ
イ
ポ
ー
ズ
！
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▲

酪農組合鹿央支部と鹿本酪農青壮年部による出張ほ乳体験が
行われました。
今回の体験では、子牛三頭にミルクを飲ませるほ乳体験の他
に、サイレージ（家畜用飼料）にお絵描きをしました。また、
酪農についての○×クイズもあり、園児からは大きな歓声が上
がっていました。
体験の後には、園児たちからお礼の言葉があり、支部長の富
田英二さん（鹿央町持松）が「牛乳をたくさん飲んで、元気に
育ってください」と述べた後、副支部長の原康さん（同岩原）
から、園児たちに乳製品のプレゼントが手渡されました。

…子牛のほ乳体験　10月20日　かおう保育園（鹿央）

▲ぼくも私も！ほ乳体験は好評でした

ハンドボール遠投

フライングディスク遠投

スリッパ飛ばし

スーパー竹とんぼ飛ばし

竹馬50m走

一輪車50m走
ママチャリ100m走

小学低学年
小学高学年
30～40歳代
小学低学年
小学高学年
高校～30歳未満
30～40歳代
50歳以上
小学低学年
小学高学年
高校～30歳未満
30～40歳代
小学低学年
小学高学年
一般（高校生以上）
小学低学年
小学高学年
30～40歳代
50歳以上
小学高学年
20～30歳代
60歳以上

氏　　名
池田祐哉さん
川端康平さん
坂本勇一さん
石貫達也さん
桂　右京さん
石川博崇さん
豊田義幸さん
田中一人さん
鮎川りょうたさん
竹下青龍さん
石川博崇さん

－
田中悠里さん
高井　凌さん
渡辺春利さん
稗島なおとさん
星子尚輝さん

－
堤　照明さん
藤壺元気さん
前田智康さん
堤　照明さん

記　録
60.20m
79.50m
88.60m
44.00m
46.20m
42.00m
72.20m
39.90m
18.38m
29.93m
41.38m
－

16.20m
19.70m
27.00m
34.92秒
44.82秒
－

15.67秒
21.57秒
13.09秒
15.02秒

記　録
41.60m
－

62.60m
19.20m
38.00m
－

41.50m
－

15.58m
24.82m
－

24.07m
13.10m
17.20m
14.20m
－

1分11秒74
42.95秒
－

18.39秒
－
－

氏　　名
樺麻美子さん

－
岩瀬由香さん
豊田ゆうかさん
堀　夏実さん

－
今井智子さん

－
石貫由華さん
吉村文香さん

－
藤壺克子さん
吉村　萌さん
堀　夏実さん
平川明子さん

－
吉村文香さん
岩瀬由香さん

－
吉村文香さん

－
－

クラス種　目
男 女

※参加者3人以下のクラスは今回参考記録とします
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９回目となるコンサートには、毎年多くの参加者や観覧
者があり、今回は1300人もの人で開催されました。
会場全員で「ふるさと」「もみじ」の大合唱や鹿本地区
の小・中学生の合奏や合唱、オペレッタ、和太鼓に加え、
老人ホーム入所者の方々の民謡などがあり楽しい音楽祭と
なりました。
違う学年での合唱や音楽物語やオペレッタ、または違う
学校同士での同声合唱、学校の全校生徒での混声３部合唱
など一つの曲目を一生懸命に限られた時間の中で練習し、
それを披露することにより、素晴らしい体験をしその名の
通り「心ふれあいコンサート」となりました。

…心ふれあいコンサート　10月29日　鹿本体育館（鹿本）

▲心ひとつに気持ちを込めて！

▲観客は最後まで熱心にメモをとっていました。

…「人づくり」山鹿市民フォーラム

10月29日　市民会館

地域の活性化を図るうえで欠かすことができない「人」
をどういうふうに育成していくのかを考える討論会が、市
民350人の参加で開催されました。
まず、鹿本地区出身の蒲島郁夫先生（東京大学法学部教
授）による「夢、参加、教育」と題した基調講演が行われ、
その中で「人間の可能性は無限の広がりを持っている。人
生に対して夢を持つことによって、一歩も二歩も踏み出す
ことができる。それにより、様々な期待を上回るような努
力をする生き方ができる。」と話しました。
その後、「私が考える人づくり」をテーマに山鹿のいろい
ろな魅力や宝についての発表などがありました。

▲よいしょ！こぼさずちゃんと入れなんばい

さまざまな赤米を使った特産品の販売や、木遊館（鹿北）の
出張木工体験、ヨーヨー釣りや射的などが催され、多くの親子
連れなどが訪れました。
なかでも「新米のつかみ取り」は両手でひとすくいした米の
中に赤米が一粒でも入っていれば再度チャレンジ出来るとあっ
て、大人も子どもも必死に挑戦しました。小さい紅葉のような
手でいっぱいにすくう手には、今年のおいしい新米が小さな山
となっていました。「今日は、これ食べようね。」と親子で話し
ていました。
先着100名には、ブタ汁の振る舞いも行われ長蛇の列ができ、
霧雨が降る中、身も心も温められました。

…鹿央物産館まつり　11月3日　鹿央物産館まつり（鹿央）

▲ほんなこつできたてのブタ汁はう

まかった～！

▲物産館の裏でひっそりと咲い

ている桜を見つけました

▲ふるさとを離れた人には懐かしいものが

たくさん入っていますよ

特産品が所せましと並んでいました▲

全国からボランティア活動に参加する団体などが集まり交
流と意見交換を行う「全国ボランティアフェスティバル火の
国くまもと」が開かれ、山鹿市でも県北ブロックとして八千
代座など４会場で福祉・観光などをテーマに分科会がありま
した。
このうち八千代座で開かれた分科会のテーマは「ボランテ
ィアって何だろう？みんなで“ぼらんてぃあ探し”」。小野達
也さん（大阪府立大学人間社会学部助教授）のコーディネー
トで、木庭伸一さん（城北高校３年生）や古家公春さん（き
くか夢工房代表）など４人のコメンテーターが自分の考える
ボランティアについて発表し、人により考え方・とらえ方が
異なるボランティアという言葉の定義について議論を交わし
ました。 ▲「ボランティア」とは!? 熱心な議論が続きました

…全国ボランティアフェスティバル県北ブロック

10月29・30日　八千代座ほか

鹿北地区の銘茶「鹿北茶」の作業唄として知られる民謡
「鹿北茶山唄」の全国大会が開かれ、九州各県や遠く大阪か
ら約330人が出場し自慢ののどを競いました。
大会は年齢別に５部門に分かれ、「のぼり唄」「つみ唄」

「もみ唄」の３曲からなる茶山唄のうち「のぼり唄」で競わ
れました。会場には「茶山のぼりは皆菅の笠どれが姉やら
妹やら」と伸びやかな歌声が次々と響き渡っていました。
グランプリと各部門の優勝者は次のとおりです。
グランプリ＝岩永生男さん（菊池市・壮年の部優勝）、少年
少女＝梅元遥香さん（熊本市）、青年＝井今日子さん（阿蘇
市・総合２位）、高年＝高野照子さん（宮崎市・総合３位）、
寿高年＝角田憲隆さん（山鹿市）

…鹿北茶山唄全国大会　10月30日　鹿北体育センター素
朴
な
歌
詞
と
伸
び
や
か
な
歌
声
が
響
き
ま
し
た

▲
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11月1日から10日まで豊前街道八千代座まつりが開催され
ました。
６日には恒例の「味めぐりラリー」が催され、山鹿市の特
産品販売参加店20店のおいしい特産品を試食し、さらにス
タンプの数で豪華なものが当たるあって、多くの参加者で
賑わいました。小雨降る中、傘とスタンプ台紙を片手に山
鹿のおいしいものを堪能でき、熊本市から来た女性は「も
とで以上食べました」ととても満足げに話していました。
この他に、湯の端公園では灯籠踊りや大正琴・ソーラン
踊りなどの披露、九日町商店街ではえびす餅の無料配布が
ありました。

…八千代座まつり　11月6日　豊前街道沿い

▲スタンプ台紙がいっぱいになるころには・・・

九州電気保安協会山鹿事業所のみなさんが岩野保育園を
訪れ、施設の電気設備の安全点検と清掃作業をボランティ
アで行いました。
同協会では11月１日から２週間を「ふれあい旬間」と定
め、電気の安全な使い方を呼びかけるとともに電気事故を
未然に防ぐため、公共施設や社会福祉施設などで奉仕活動
をしています。
この日は、園内の照明器具一つひとつに故障がないか、
また安定器に環境汚染物質ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）
が使われていないか製造年などをチェックしていただき、
使われていないことがわかりました。また、器具の清掃も
あわせて行っていただき、ありがとうございました。 ▲一つひとつ入念にチェックしていただきました

…電気設備安全点検＆清掃ボランティア

11月９日　岩野保育園（鹿北）

▲中嶋市長から団旗を受ける池田消防団長

…山鹿市消防団団旗授与並びに結団式

11月６日　鹿本体育館（鹿本）

今年１月、旧１市４町の消防団が合併して誕生した山鹿
市消防団への団旗授与と結団式がありました。
団旗授与式では、中嶋憲正市長が池田彰一団長に団旗を
授与。続いて池田団長から各分団長（20分団）に分団旗が
授与されました。
結団式では、中嶋市長が「崇高な任務を遂行し、市の一
翼を担っていることに誇りを持ち活動にあたってもらいた
い」と式辞。消防団を代表して月足昭副団長が「心をひと
つに団結し、災害予防・火災鎮火に力を注ぎ豊かなふるさ
とづくりにまい進します」と宣誓しました。

鹿本地域みどり推進協議会（県鹿本地域振興局と山鹿市、
植木町で構成）による植樹祭がありました。平小城小・川
辺小の児童で結成する「緑の応援団」や関係者など約120人
が参加。
緑の応援団を代表して早野彩さん（平小城小５年）と三
浦梨奈さん、三浦彩華さん（ともに川辺小５年）が「地球
を守る役目を果たす木が、私たちの友達として立派に育っ
てくれることを願います」と緑のメッセージを読み上げま
した。その後、高さ約５mのクスノキ３本とキンモクセイ
の苗木40本を植樹していきました。

…鹿本地域植樹祭

11月10日　カルチャースポーツセンター

▲キンモクセイを植樹する緑の応援団のみなさん

多久（鹿北）

元鹿北町森林組合長

広（鹿央）

元千田小学校長

上吉田（山鹿）

元八幡小学校長

中（山鹿）

元盲学校長

石（山鹿）

元県建設業協会理事

山鹿（山鹿）

元山鹿市議会議員

元山鹿商工会議所副会頭

秋の叙勲・褒章および高齢者叙勲を受章
されたみなさんをご紹介します。
顕著な功績を挙げた方に授与される旭日
章に２人、長年にわたり公務に従事した方

などに授与される瑞宝章に３人、その道一
筋に業務に精励した方に授与される黄綬褒
章に１人、総勢６人の方が受章されました。
おめでとうございます。



・おはなし会
日時u12月3日g・10日g・17日g

24日g 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u12月6日c・13日c・20日c

27日c 午前11時から
u12月16日f 午前10時から

・おはなし会
日時u12月21日d 午後２時30分から

年末12月29日e～年始1月3日cま
でいずれの図書館（室）も休館で
す。
鹿本図書館

u12月5日b・12日b・19日b・
23日-・26日b

山鹿中央公民館図書室
u12月1日e～7日d・26日b

鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

菊鹿町公民館図書室
u年末・年始

鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

《今月は山鹿中央公民館図書室から》

企業の生殺与奪を握る各付け情報が漏洩、犯人とされた首席アナリスト
梅木は、潔白を証明すべく戦ううちに、事件の陰に政府の財政破綻回避
の新鋭・財産税に絡む大きな陰謀が隠れていることに気づく・・・。緊
迫の経済サスペンス。

集英社

ご飯は食生活の原点であり、大切なエネルギー源。なかでも玄米や発芽
玄米、雑穀類は豊富な栄養素に加えておいしく、体にやさしいと評判。
ご飯料理のバリエ200点を紹介、玄米・米・雑穀ご飯の炊き方も収録。
全カロリーつき。

千代田哲雄／著　祥伝社

平均海抜1ｍの島嶼国家ヴァヌーツは、水位上昇による領土の喪失を恐れ、
地球温暖化を盾に合衆国相手の訴訟を表明した。この機に乗じて環境テ
ロリスト集団は人為的異常気象災害を画策する。

Ｍ・クライトン／著　酒井昭伸／訳　早川書房

かくれんぼするもの、このゆびとまれ！ねずみくんが、なかまたちとか
くれんぼ。もういいかい？まーだだよ。おにになったねずみくん、みん
なを見つけられるかな？

なかえよしを／作上野紀子／絵ポプラ社

【
ヤ
ミ
金
融
業
者
の
手
口
】

ヤ
ミ
金
融
業
者
は
、
大
手
の
金
融
機
関
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
等
と
関
連
が
あ
る
か
の
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
等
を

郵
送
し
、
消
費
者
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
例
】

（
事
例
１
）
保
証
金
詐
欺

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
信
じ
て
融
資
を
申
し
込
ん

だ
と
こ
ろ
、
保
証
金
等
の
名
目
で
振
込
み
を
要
求
さ

れ
る
ば
か
り
で
融
資
さ
れ
な
い
。
申
し
込
む
と
き
家

や
職
場
の
電
話
番
号
な
ど
を
伝
え
て
い
る
た
め
、
今

後
電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
い
か
心
配
。

（
事
例
２
）
押
し
貸
し
と
い
や
が
ら
せ

大
手
消
費
者
金
融
か
ら
の
Ｄ
Ｍ
と
思
い
、
融
資
を

申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
内
に
断
っ
た
が
、

翌
日
１
万
円
が
無
断
で
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
。

５
日
後
に
３
万
円
返
す
よ
う
に
言
わ
れ
、
断
っ
た
と

こ
ろ
嫌
が
ら
せ
を
受
け
、
最
初
勝
手
に
振
り
込
ま
れ

た
１
万
円
の
返
還
先
も
教
え
な
い
。

【
こ
こ
に
注
意
！
】

個
人
情
報
を
元
に
、
Ｄ
Ｍ
を
郵
送
し
た
も
の
で
、

見
ず
知
ら
ず
の
相
手
に
何
の
保
証
も
な
く
低
利
で
即

融
資
等
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
甘
い
話
に
は
乗
ら
な
い

こ
と
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
融
資
に
関
す
る
公
告
に
も

ヤ
ミ
金
融
業
者
が
手
を
広
げ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。…商

工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

本
格
的
な
寒
さ
の
冬
が
訪
れ
、
例
年
の
ご
と
く
こ

の
季
節
は
、
目
が
覚
め
る
と
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
る
と

い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ト
ー
ブ
を
使
う
上
で
、
絶
対
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
す
。

・
外
出
す
る
と
き
や
、
そ
の
場
を
離
れ
る
時
に
は

必
ず
消
火
ま
た
は
電
源
を
切
る
。

・
洗
濯
物
を
乾
か
す
と
き
な
ど
乾
燥
機
と
し
て
使

わ
な
い
。

・
給
油
す
る
と
き

は
、
必
ず
消
火
し

て
か
ら
行
う
。

・
燃
料
タ
ン
ク
の
蓋

を
確
実
に
閉
め
た

こ
と
を
確
認
す

る
。

・
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン

を
絶
対
に
間
違
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
外
は
寒
く
て
も
家
の

中
に
入
る
と
暖
か
く
て
ぽ
か
ぽ
か
過
ご
せ
る
よ
う
に

し
、
こ
の
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

山
鹿
消
防
署

1
43
‐
１
１
９
１

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署

1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　

1
46
‐
２
３
８
２

「おはようございます」ボランティアの中学生・高校生の生徒さ
んの大きな声とアーチに迎えられ、鹿本図書館まつりにおじゃま
しました。

なつめ会の仙野先生とその生徒さん
でお茶を点て,来場者の方々にふるま
われました。

和紙やチラシ、折紙などを手でちぎって下絵を描
いた紙に貼っていきま
す。どんな小さい子
でも簡単にできるん
だよ。のりと紙さえ
あれば大丈夫！ハサ
ミなんていらない！
ビリッペッタン！

万華鏡とハンドパワー等を作りまし
た。万華鏡は、ガラスと紙とで作り、
ガラスの角度で模様が変わります。
「お父さんぼくにもみせて～」と父親
の方が夢中になる光景も・・・ハン
ドパワーは、紙とコップと安全ピン
で風がないのにあら不思議！コップ
に乗せた紙が回り出しました。

おはなしと手遊びの後、親
子でアンパンマンの顔のお
にぎりを作りました。「あ
っほっぺにお弁当がつい
てますよ！」自分で作っ
たおにぎりは最高！

琴と尺八の音色が奏でる中、
志岐有子先生の語りで日本と
アメリカの昔話がありました。

フェルト布で手作りの絵本を作
りました。家でも針を使ったこ
とがある男の子は、器用にチク
チク！心のこもった絵本は、文
字がないけ
ど誰にも作
れない物語
を語ってく
れることで
しょう。



子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐3111

46‐2635

36‐2150

43‐0050

43‐1155

広　場　名 電話番号

本
園
は
、
昭
和
55
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
珍
し
い
全
室
床
暖
房
を
配
し
、

冬
は
安
全
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
、

春
に
は
草
花
摘
み
、
夏
は
ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び

や
川
あ
そ
び
、
秋
は
芋
ほ
り
や
ど
ん
ぐ
り
拾

い
等
、
園
外
保
育
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
数
多
く
の
経
験
を
さ
せ
、
た
く

ま
し
く
心
豊
か
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
の
中
に
和
太
鼓
を
取
り
入
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
礼
節
や
協
調
性
を
培
っ
て
い

ま
す
。
卒
園
し
た
子
ど
も
の
保
護
者
の
要
望

で
、
10
年
前
に
菊
鹿
ジ
ュ
ニ
ア
和
太
鼓
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
小

学
生
に
和
太
鼓
指
導
を
行
い
、
町
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

園
の
願
い
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
『
子
育

て
は
楽
し
い
も
の
』
と
、
み
ん
な
が
思
え
る

よ
う
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ま
と
手
を

取
り
合
っ
て
日
々
の
保
育
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

山
鹿
若
葉
保
育
園
は
、
山
鹿
地
区
の
東
部

に
位
置
し
、
静
か
な
環
境
の
中
に
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
園
児
が
通
っ
て
い
ま
す
。

当
園
の
特
徴
は
「
縦
割
保
育
」
で
す
が
縦

割
保
育
を
始
め
て
20
年
に
な
り
ま
す
。
３
歳

以
上
児
は
、
３
・
４
・
５
歳
児
の
縦
割
ク
ラ

ス
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
横
割
保
育
（
同
年

齢
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
縦
割
ク
ラ
ス
で
は
、

年
下
の
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
り
、
年
上
の

子
ど
も
を
慕
っ
て
甘
え
た
り
、
時
に
は
け
ん

か
を
し
た
り
と
ま
る
で
家
庭
で
の
兄
弟
を
思

わ
せ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
横
割
保
育
で
は
、

年
齢
を
考
慮
し
た
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
縦
と
横
の
つ
な
が
り

の
中
で
経
験
し
た
事
を
通
し
て
豊
か
な
心
が

育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
日

々
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
朝
の
サ
ー
キ
ッ
ト
と
年
間
を
通
し
た
体

育
遊
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に
、
体
を
使

っ
た
遊
び
や
ゲ
ー
ム
遊
び
を
多
く
取
り
入
れ
、

体
力
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
運
動
会
で
は
、
初
め
て
３

・
４
・
５
歳
児
全
員
で
「
組
み
体
操
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
年
齢
差
が
あ
り
大
変
で
し
た

が
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
自
信
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
大

切
に
し
な
が
ら
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

143‐7187

▲3・4・5歳児全員の組み体操です

本
園
は
、
鹿
本
地
区
の
中
心
部
に
位
置
し
、

日
の
岡
山
や
不
動
岩
を
目
前
に
望
み
、
周
り

は
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
の

中
で
、
竹
の
よ
う
に
し
な
や
か
な
心
と
身
体

が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
日
々
保
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
よ
く
眠
り
・
よ
く
食
べ
・
よ
く
遊
び
」

を
基
本
に
、
園
外
保
育
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
菜
園
活
動
、
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
通
し
て
「
豊
か
な

感
性
」「
生
き
る
力
」「
思
い
や
り
の
心
」
を

育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
活
動
し
、「
保
育
園
が
楽
し
い
」
と
満

足
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
保
育
園
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
園
の
畑
で
は
、
年
間
を
通
し
て
、
そ

の
時
期
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
大
豆

を
植
え
、
味
噌
を
作
り
、
味
噌
汁
づ
く
り
も

楽
し
み
ま
す
。
今
年
は
、
鹿
本
農
高
の
生
徒

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
に
が
ご
り
や
二
十
日

大
根
の
栽
培
を
一
緒
に
し
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を

し
ま
し
た
。「
苦
い
け
ど
食
べ
き
る
よ
」と
満

足
げ
な
顔
で
に
が
ご
り
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い

ま
し
た
。
菜
園
活
動
と

食
を
つ
な
ぎ
、
い
ろ
ん

な
学
び
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
忙
し
く

働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
仕
事
や
子
育

て
が
出
来
る
よ
う
に

「
子
育
て
応
援
団
」と
し

て
、
共
に
子
育
て
を
考

え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、

職
員
の
笑
顔
が
い
つ
も

絶
え
な
い
保
育
園
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

146‐2360

148‐2134

作
っ
て
食
べ
て
ハ
イ
ポ
ー
ズ
！

▲

▲柿ちぎり　袋いっぱい詰め満足の笑み

鹿本子育て支援センターは、鹿本幼稚園の中にあ
ります。みなさんの集いの場として自由に遊んだり
おしゃべりしながら、友達づくりや情報交換をされ
ています。最近ではお母さんたちが子どもの喜ぶこ
とを企画・準備・運営される姿も見られ、生き生き
した表情にあふれています。母親の笑顔が子どもの
成長には一番ですね。気軽に遊びに来てください。
笑顔の輪・子育て仲間の輪を広げて、楽しく子育て
していきましょう。

鹿本子育て支援センター　146‐2635

鹿本子育て支援センターでは、現在参加している
お母さん方の「もっと早くから参加していればよか
った」「出産前からここを知っていたらいろいろ相談
できたのに…」という声から『もうすぐお母さんの
日』を設けました。
毎月１回お誕生日会の日です。遊びに来てみませ
んか？先輩のお母さんと気軽に話して、不安やスト
レスを解消しましょう。み～んなで待ってます！
（詳しくは「支援センターだより」をご覧ください）

▲親子そろって楽しめる場所です

参加したお母さんたちは熱心に聞いておられ、
「考えさせられました」との声が聞かれました。
当日は託児のボランティアもあり、お母さん
の学ぶ場をたくさんの方が支えてくれました。

▲食の大切さとメディアへの触れ方、とても
ためになる内容でした



このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意

・投稿は、郵送または持参でお
願いします。

・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）

〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

【やった！郡市中体連陸上完全優勝と駅伝男子優勝】
山鹿中学校　陸上部

9月29日に行われた鹿本郡市中体連陸上競技大会で、男
子優勝、女子優勝、総合優勝という完全優勝をすることが
できました。
夏休み前から大会前日まで、陸上部を中心に、優勝とい
う一つの目標に向かって一生懸命練習をしました。大会当
日は、学校代表の83名の選手の心が一つにまとまり、指導
してくださった先生方と私たち選手と応援してくれた全校
生徒の念願だった３本の優勝旗を手にすることができ、と
てもうれしかったです。
さらに、10月25日に行われた郡市中体連駅伝大会でも男
子が優勝しました。練習はとてもきつかったけど、みんな
よく成長して、本番ではすばらしい力が発揮できました。
全員が全力で走り抜いてタスキをつないで優勝したとき
は、とても感動しました。

【キャリア教育による５日間の職業体験学習を実施】
「市立病院・回生病院で学んだこと」

山鹿中学校　２年　山下奈実
職業体験で学んだことは、看護師という職業の大変さです。
私は、職場体験が始まる前は、看護師は患者さんたちが呼
んだときだけ動きだし、仕事の内容はとてもきれいな仕事
だと思っていました。でも、仕事を体験（見学）してみて、

看護師はとてもきつくて、きれいな仕事ばかりではないこ
とが分かりました。常に患者さんの体調に気を配っていな
いといけないし、夜遅くまでの夜勤もあるそうなので大変
だなと思いました。そして、普段のナースステーションに
は２～３人ぐらいの看護師さんしかいなくて、他の人は患
者さんの様子を見回っていたので
すごいなと思いました。始めの印
象とだいぶ違っていたので驚きま
した。
この５日間は、とても充実して
いて、初めて知ったことや、驚き
や、学んだこととかたくさんあっ
たのでとてもよかったと思います。
初めてする体験ばかりだったので、
やってよかったと思いました。

投
稿

山
鹿
支
部
長
　
工
藤
秋
博
さ
ん

社
団
法
人
全
国
自
衛
隊
熊
本
県
支
部

連
合
会
山
鹿
市
支
部
の
発
足
会
が
10
月

20
日
e
山
鹿
市
九
日
町
の
横
手
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

主
賓
の
中
嶋
市
長
は
「
父
兄
会
活
動

を
通
じ
防
衛
意
識
を
普
及
高
揚
さ
せ
、

若
者
が
国
防
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
な

環
境
つ
く
り
に
邁
進
し
て
下
さ
い
」
と
、

ま
た
、
日
笠
熊
本
地
方
連
絡
部
長
が
、

「
少
子
、
高
学
歴
化
に
加
え
、
景
気
の
回

復
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
入
隊
志
願

者
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
熊
本
地

連
と
父
兄
会
が
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、

相
互
に
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
体
制
が
、
防
衛
意
識
の

普
及
高
揚
や
自
衛
隊
員
の
募
集
等
の
協

力
を
よ
り
一
層
活
発
に
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
。

投
稿

投
稿

竹
下
美
鈴
さ
ん

（
山
鹿
市
方
保
田
）

私
は
、
大
道
小
３
年
の
竹
下
美
鈴
で

す
。
今
、
私
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

は
新
体
操
で
す
。

毎
週
水
曜
日
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
４
歳
の
小
さ
い
子
か
ら
小
学

生
ま
で
24
名
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
リ

ボ
ン
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

９
月
に

城
北
有
明

地
区
大
会

に
出
場
し

ま
し
た
。

初
め
て
の

大
会
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
笑

顔
で
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
「
ス
マ
イ

ル
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

県
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
ば
ん
び
新
体
操
ク
ラ
ブ

1
44
‐
０
２
４
４

投
稿

田
添
　
洋
さ
ん

10
月
９
日
カ
ル
チ
ャ
ー
総
合
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
九
州
・
山

口
よ
り
150
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
入
賞
者
】

[

優
勝]

中
山

敏
樹
（
山
中

１
年
）

[

２
位]

鹿
子

木
健
司
（
鹿

高
１
年
）
内

藤
大
暉
（
山

小
４
年
）
八

浪
智
香
（
山

小
４
年
）
中

山
大
祐
（
稲

小
３
年
）
上

田
爽
太
（
鹿
本
幼
稚
園
）

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
･
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ー

ガ
】

練
習
日u

毎
週
木
・
金
・
土
曜
日

木
曜
日
　
午
後
８
時
〜
９
時

金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
２
時

土
曜
日
　
午
後
３
時
〜
４
時

場
所u

鹿
本
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
】

練
習
日u

毎
週
月
曜
日午

後
１
時
〜
２
時

場
所u

鹿
北
町
ゆ
〜
か
む
プ
ー
ル

…
山
下
　
1
44
‐
３
４
８
５

投
稿

問
合
せ

問
合
せ

山
鹿
市
職
員
採
用
試
験
の
結
果
発
表

の
方
法
に
対
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本

庁
お
よ
び
支
所
の
掲
示
板
に
告
示
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
何
ら
か
の
原
因
で

は
が
れ
落
ち
、
わ
か
り
に
く
い
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、

・
募
集
時
点
で
合
格
発
表
の
日
を
確
定

す
る

・
結
果
公
表
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

加
え
る

な
ど
の
措
置
を
講
じ
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
職
員
課
）

ご
意
見
に
つ
い
て

波
多
野
直
子
さ
ん

（
山
鹿
市
中
）

10
月
23
日
八
千
代
座
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ウ
ィ
ン
デ
ィ
21
や
ま
が
」の
設
立
５
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
10
年
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
、

平
成
13
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
平

成
15
年
に
在
宅
介
護
支
援
・
訪
問
介
護

事
業
所
「
さ
く
ら
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

の
た
め
の
啓
発
事
業
や
福
祉
の
向
上
な

ど
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
多
く
の
皆
様
と
と
も
に
男
女

共
同
参
画
の
意
義

な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

今
後
は
10
周
年

記
念
を
目
指
し
て

さ
ら
に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私は仕事でデスクワークが多いので、腰痛が悩みでした。そんな時
会社で、太極拳の中腰でゆっくりした動作が腰の筋肉を鍛えるのに効
果的と聞きましたので始めてみました。
すると腰痛が本当に良くなりました。それだけでなく、クラブを通
じて老若男女を問わず人間関係が広がっていきました。これは嬉しか
ったですね。
最初の頃は、うまく動作がかみ合わないというか、ちぐはぐな感じ
でしたよ（笑）。一連の流れるような動作をするには継続した練習が必
要だなと感じましたね。私の目標は「人生、目指せ90歳！」です。そ
のためにも、これからも元気に太極拳を続けて健康に過ごしていきた
いと思っています。

ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
で
す
が
、
結
構
汗
を

か
き
ま
す
。
あ
な
た
も
ど
う
で
す
か
？

▲



日
時u

12
月
10
日
g

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu「

ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
つ
く
り
」

講
師u

原
　
朋
子
さ
ん
（
原
生
花
）

会
費u

500
円
（
お
預
か
り
し
、
葬
祭

支
援
費
に
し
ま
す
）

定
員u

40
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

b
は
固
定
資
産
税
第
３
期

d
は
国
民
健
康
保
険
税
第

９
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

12
月
は
年
末
特
別
徴
収
月
間
で
す
。

日
時u

12
月
１
日
e
〜
27
日
c

（
土
曜
日
を
除
く
）

月
〜
金
曜
日
　
午
後
８
時
ま
で

日
・
祝
祭
日
　
午
後
５
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
本
庁
税
務
課1

43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

鹿
央
物
産
館
で
日
頃
取
り
扱
っ
て
い

る
味
噌
・
パ
ン
等
を
「
里
山
そ
だ
ち
」

と
し
て
宅
配
便
で
配
達
し
ま
す
。

年
末
年
始
や
遠
方
の
方
の
贈
り
物
な

ど
に
ご
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す

か
。

パ
ッ
ク
内
容u

し
あ
わ
せ
味
噌
・
き
ん

か
ん
羊
羹
・
古
代
パ
ン
・
な
す
の
か

ら
し
漬
け
・
黒
米
・
紫
芋
か
り
ん
と
　

う
・
黒
米
ク
ッ
キ
ー
　
全
７
種
類

金
額u

２,
５
０
０
円

※
年
内
は
送
料
無
料
で
す

…
鹿
央
物
産
館1

36
‐
３
８
３
８

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
や
る
気
の
あ

る
人
待
っ
て
ま
す
。
第
８
次
イ
ラ
ク
復

興
支
援
群
の
一
員
と
し
て
山
鹿
市
か
ら

５
名
の
隊
員
が
現
地
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

試
験
期
日u

12
月
10
日
g

※
試
験
場
所
は
受
付
時
連
絡

試
験
種
目u

筆
記
試
験
・
口
述
試
験

適
性
検
査
・
身
体
検
査

受
付
期
間u

12
月
６
日
c

【
平
成
17
年
度
自
衛
隊
生
徒
】

試
験
期
日u

１
月
14
日
g

試
験
会
場u

鹿
本
地
域
振
興
局

試
験
種
目u

筆
記
試
験
・
口
述
試
験

適
性
検
査
・
身
体
検
査

受
付
期
間u

１
月
10
日
c

…
自
衛
隊
熊
本
地
方
連

絡
部
山
鹿
募
集
事
務
所1

43
‐
７
４
５
７
　

申
込
・
問
合
せ

12
月
は
、
給
与
所
得
者
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
お
け
る

注
意
点
と
し
て
、

・
老
年
者
控
除
の
廃
止

・
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け

る
場
合
の
支
払
証
明
の
提
示
か
添
付

な
お
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
、
定
率

減
税
の
引
き
下
げ
に
よ
り
「
源
泉
徴
収

税
額
表
」
が
変
わ
り
ま
す
。

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

日
時u

12
月
３
日
g

午
後
４
時
半

場
所u

さ
つ
き
園
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
２
階

内
容u

音
楽
祭

・
千
田
小
学
校
３
年
生
合
唱

・
菊
鹿
中
学
校
合
唱
部
合
唱

・
鹿
本
高
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

演
奏

ほ
か
プ
ロ
、
ア
マ
バ
ン
ド
に
よ
る
懐
か

し
の
名
曲
や
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ

※
音
楽
祭
は
入
場
無
料
で
す
。

…
社
会
福
祉
法
人
は
な
ぶ
さ
会

小
規
模
通
所
授
産
施
設
ふ
ぃ
〜
る
ど

1
32
‐
７
５
５
０

問
合
せ

灯
り
と
ピ
ア
ノ
と
う
た
が
織
り
な
す

コ
ン
サ
ー
ト
で
す

日
時u

12
月
11
日
a

午
後
３
時
開
演

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
）

料
金u

前
売
１,
３
０
０
円

当
日
１,
５
０
０
円

…
天
聴
の
蔵
　
吉
田

1
090
‐
１
５
１
３
‐
０
５
７
１

問
合
せ

恒
例
の
新
春
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
で

す
。
新
た
に
女
性
の
部
を
設
け
ま
す

の
で
女
性
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時u

１
月
２
日
b

午
前
８
時
〜
８
時
半
ま
で
受
付

受
付
場
所u

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
第
１
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象u

高
校
生
以
上

参
加
費u

１
チ
ー
ム
３
千
円

…
鹿
本
郡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

事
務
局
・
小
山
　
1
44
‐
２
３
２
２

問
合
せ

中
央
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
１

月
か
ら
開
講
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
全
部

で
７
つ
。
自
分
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選

ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

受
講
資
格u

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員u

各
コ
ー
ス
15
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
人
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
、

開
講
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間u

12
月
１
日
e
〜
１
月
６
日
f
ま
で

申
込
場
所
・
方
法u

中
央
公
民
館
の
窓
口
で
受
講
料
を
添

え
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
は
不
可

講
義
日
程u

Ａ
・
Ｄ
コ
ー
ス
　
　
　
１
月
23
日
よ
り

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
コ
ー
ス
　
１
月
26
日
よ
り

Ｆ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
１
月
24
日
よ
り

Ｇ
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
１
月
25
日
よ
り

講
師u

光
永
真
紀
（
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
）

受
講
料u全

コ
ー
ス

５,
７
３
９
円

※
教
科
書
・
諸
経
費
を
含
む

申
込
・
受
講
上
の
注
意u

・
１
回
で
も
受
講
し
た
場
合
、
受
講

料
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

コ
ー
ス
の
選
択
は
慎
重
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺
機
器
は
公
民
館

で
準
備
し
ま
す
の
で
、
持
ち
込
み

は
不
要
で
す
。

・
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
教
育
課
山
鹿
分
室

1
43
‐
１
３
７
２

はじめてのWordコース
はじめてのパソコンコース
Word初級コース
Word初級コース
はじめてのパソコンコース
Excel初級コース
Excel初級コース

入力＆タイピング基本編
インターネット＆メール基礎編
地図入り案内状作成編
写真を使った日記作成編
インターネットとブログ閲覧編
計算機能活用編
グラフ機能活用編

毎週月曜日　午前10時～正午
毎週木曜日　午後７時～９時
毎週木曜日　午後１時半～３時半
毎週月曜日　午後７時～９時
毎週木曜日　午前10時～正午
毎週火曜日　午後７時～９時
毎週水曜日　午後７時～９時

問
合
せ

コース 講義日程（各コース全８回） 講習内容
A
B
C
D
E
F
G

市
有
地
を
一
定
制
限
（
土
地
の
利
用

条
件
等
）
を
設
け
た
う
え
で
土
地
買
受

希
望
者
を
公
募
し
、
そ
の
提
案
す
る
土

地
利
用
計
画
等
が
市
の
定
め
る
条
件
に

適
合
し
、
か
つ
入
札
に
よ
り
最
も
高
額

を
提
示
し
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

物
件
概
要u

q
所
在
地
＝

山
鹿
市
山
鹿
字
花
見
坂
300
番
１

（
花
見
坂
山
鹿
温
泉
駐
車
場
跡
地
）

w
地
目
＝
宅
地

e
面
積
（
公
簿
面
積
）
＝

２,
６
４
４
・
５
７
g

r
用
途
地
域
＝
商
業
地
域

t
建
ぺ
い
率
＝
80
％

y
容
積
率
＝
400
％

公
売
方
法u

制
限
付
一
般
競
争
入
札

【
入
札
参
加
申
込
（
土
地
利
用
計
画
書

等
含
む
）】

締
切
日u

１
月
11
日
d

午
後
３
時

提
出
先u

市
役
所
財
政
課

【
入
札
お
よ
び
開
札
】

入
札u
２
月
２
日
e

午
後
１
時
半

開
札u

入
札
締
切
後
直
ち
に
開
札

場
所u

市
役
所
１
階
会
議
室

※
土
地
利
用
条
件
等
の
詳
細
は
入
札
実

施
要
領
を
配
布
し
ま
す
。

…
財
政
課
管
財
係

1
43
‐
１
１
１
９

問
合
せ

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る
和
紙
の
伝
統

工
芸
品
「
金
灯
籠
」。
あ
な
た
も
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
灯
籠
師
が
指
導
し
ま
す
。

期
間u

１
月
10
日
か
ら
３
月
中
旬
ま
で

(

毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後
６
時
半

〜
８
時
半
　
20
回
程
度
）

場
所u

灯
籠
民
芸
館
別
館
（
九
日
町
）

対
象
者
・
定
員u

市
内
在
住
で
毎
回
出

席
で
き
る
方
。
10
人
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
費u

３
千
円

申
込
締
切u

12
月
22
日
e
ま
で

…
山
鹿
灯
籠
師
組
合

組
合
長
　
中
島
清
　

1
43
‐
２
６
５
９

申
込
・
問
合
せ

日
時u

12
月
23
日
-

午
後
６
時
半
開
演

場
所u

鹿
本
農
協
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金u

１,
０
０
０
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

…
山
科

1
090
‐
８
９
１
５
‐
６
８
７
１

問
合
せ

「交通事故、詐欺、おどし等の犯罪にあったが検察
官がその事件を裁判にかけなかった。」
このような不満をお持ちの方は、検察審査会にご相
談ください。
検察審査会では、選挙権を有する一般国民の中から

「くじ」で選ばれた11人の審査員によって、検察官が
裁判にかけなかったことの善し悪しを審査します。

…山鹿検察審査会事務局　1４４‐５１４１問合せ

日
時u

予
選
リ
ー
グ
・
１
月
18
日
d

午
後
６
時
受
付

午
後
７
時
20
分
競
技
開
始

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
１
月
25
日
d

午
後
７
時
競
技
開
始

場
所u

総
合
体
育
館
第
１
ア
リ
ー
ナ

チ
ー
ム
編
成u

男
女
７
人
で
構
成

（
競
技
は
５
人
）

参
加
料u

１
チ
ー
ム
１
千
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限u

１
月
11
日
d
ま
で

申
込
場
所u

総
合
体
育
館
ま
た
は

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
鍋
田
）

…
7
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
　
　
　
　
　

1
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

毎
月
１
回
豊
前
街
道
に
ち
な
ん
だ
学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時u

12
月
17
日
g

午
後
７
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

テ
ー
マu

「
旧
さ
く
ら
湯
の
建
築
に
つ
い

て
」

講
師u

内
丸
恵
一
氏
（
崇
城
大
学
講
師
）

…
豊
前
街
道
顕
彰
会
事
務
局

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）
1
43
‐
１
１
４
５

問
合
せ

県内で木造住宅を新築される方に、乾
燥スギ柱材を無償で提供する「くまも
と木の住まいづくり推進事業」を実施
します。
提供する木材u

・１２b角または１０.５b角

・長さ３ｍ
・新築個人住宅１戸当たり９０本を上限

募集期間u１２月９日fまで
…6熊本県木材協会連合会　

1０９６‐３８２‐７９１９
http://www.infobears.ne.jp/kmokuren/

問合せ

問
合
せ

問
合
せ



相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

12
月
８
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
本
庁
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時u

12
月
14
日
D
・
28
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
本
庁
国
保
年
金
課

1
43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

12
月
２
日
f

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
９
日
f

e
警
察
相
談u

12
月
16
日
f

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

12
月
６
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
13
日
c

e
司
法
相
談u

12
月
20
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

12
月
７
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
14
日
d

e
法
律
相
談u

12
月
21
日
d

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

12
月
６
日
c

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
13
日
c

e
心
の
悩
み
相
談u

12
月
20
日
c

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

12
月
７
日
d

w
子
ど
も
生
活
相
談u
12
月
14
日
d

e
消
費
生
活
相
談u

12
月
21
日
d

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
・
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

工事名 工事場所 落札業者 落札額
10/19
10/19
10/19
10/19
10/26
10/26
10/26
10/26

10/26

10/26

10/26

青井千田線上部工工事
春間持松線道路改良工事
豊前街道南線歩行者広場内便所及び築造壁建設工事
豊前街道南線歩行者広場整備工事
山鹿バスセンター建築工事
山鹿バスセンター電気設備工事
山鹿バスセンター機械設備工事
災補道第140号小学校梅迫線災害復旧工事
小川内後川内線災害復旧工事（災補道第146号、
147号）
小川内後川内線災害復旧工事（災補道第148号、
149号、150号）
後川内川災害復旧工事（災補河第119号、120号、
121号、122号）

山鹿市鹿央町広　地内
山鹿市鹿央町持松地内
山鹿市山鹿　　　地内
山鹿市山鹿　　　地内
山鹿市中央通　　地内
山鹿市中央通　　地内
山鹿市中央通　　地内
山鹿市鍋田　　　地内

山鹿市鹿北町椎持地内

山鹿市鹿北町椎持地内

山鹿市鹿北町椎持地内

1ＳＮＣ
2梶川工業
1牧野組
森工業2

相互建設1

2中原電機商会
1九電工山鹿営業所
1高喜工業

2中村工務店

2魁輝工業

荒川建設1

30,450,000
22,837,500
8,505,000
20,601,000
93,030,000
15,078,000
19,425,000
9,660,000

16,548,000

13,125,000

24,108,000

※落札価格500万円以上を掲載 …本庁総務課43ｰ1117

入札日

問合せ

月/日

搬入許可証の
発行時間（環
境課または各
総合支所市民
福祉課）

自己「持ち込み」受け入れ時間
クリーンセンター
（可燃ごみ）
鹿央町合里
136‐2111

最終処分場
（不燃ごみ）
植木町轟

1096‐273‐0035

リサイクルプラザ
（資源ごみ）
植木町轟

1096‐272‐6339
12/29e

12/30f

12/31g

～1/3c

1/4d

休み
休み

8:30～15:30 8:30～16:00 休み
8:30～15:30 8:30～16:00 休み

休み

平常どおり業務を行います

【ごみの自己搬入（搬入許可証が必要）】
引っ越しや大掃除で一時的に大量に出るごみや、事業所
から出るごみは、環境課または各総合支所市民福祉課に
ごみを持参し「搬入許可証」の交付を受け、自分で処分
場に持ち込んでください。

【燃えるごみの収集】
年末収集＝12月30日fまで
年始収集＝1月4日dから通常どお

り収集
※当初お配りしていた日程表とは
異なりますので、ご注意くださ
い。

【し尿のくみ取り】
年内のくみ取りは、12月20日cま
でに申込をお願いします。
・2高原商会143‐2830
12月30日f～1月3日cまで休み
・2平成美掃1096‐272‐2319
12月29日e～1月6日fまで休み
・2松岡清掃公社1096‐272‐0301
12月29日e～1月3日cまで休み

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時

〜
午
後
４
時

場
所u本

庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に

つ
い
て
の
相
談

…
本
庁
福
祉
課1

43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

…環境課
1４３‐７２１１

問合せ

【資源・燃えないごみの収集】
年末収集＝12月28日dまで
年始収集＝1月4日dから通常どお

り収集

（五十音順）

（落札額は消費税を含む）

開催日 行　事　名 時間 料金
みんなで楽しむ「日本舞踊の世界」
坂本大次郎歳末助け合い
チャリティーコンサート
第15回くまもとお話の交流会
in山鹿
国際子ども音楽祭
狂言教室
休館日
肥後にわか公演
お笑い大衆演芸「いろは座」
ゼーロンの会演劇公演
「オイディプス王」

年末休館

午後

日中

午後

午後
夜間
－
午前
午後

午後

－

有料

有料

有料

無料
関係者
－
関係者
有料

有料

－

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

3日g

4日a

10日g

11日a

12日b

14日d

15日e

16日f

18日a

29日e

30日f

31日g

4日a

11日a

18日a

23日-

25日a

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時12
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

桑木内科／山鹿温泉リハビリテーション病院／
幸村医院
井上小児科医院／きくか松岡クリニック
保利病院
徳永循環器科内科医院／かもと整形外科医院
東内科小児科医院／大山産婦人科医院

k
四季折々の野に咲く草花を押花に　
《山鹿（川辺・米田地区）の方》
期間u12月１日e～15日eまで（最終日は15：00まで）
《菊水・鹿北の方》
期間u12月16日f～29日eまで（最終日は15：00まで）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
押し花＆ネイチャープリント約100点展示　
期間u12月20日cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休）

k
素焼きの作品に独特の色彩を施した豆雛や雛人形など

の祝人形を約40点展示
期間u12月21日d～1月9日bまで
珈琲庵・やまが門前美術館（九日町）
1４２‐８２００
時間u９：00～20：00（火曜定休）

※年末12月29日e～年始１月１日aまで休館となります



赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

問合せ
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

現代人は運動不足によって様々な健康障害を引き起こ
しています。病気の原因の中にはドロドロ血液によ

り起こるものもあります。血液をサラサラにすることは、
健康で長生きをするためには大切なことなのです。

そこで血液サラサラに有効なのが食事に気をつけるこ
とと運動することです。人間の体は、もともと動く

ように出来ています。そのため運動不足になると筋力が低
下し、脂肪がつきやすくなったり、カルシウム不足になっ
て骨が折れやすくなったりとからだの様々な器官に悪影響
を及ぼす事になります。そこで、無理なく効果的にできる
運動方法が有酸素運動です。

有酸素運動には、みなさんがよくご存じのウォーキン
グや水中運動、エアロバイクなどがあります。運動

後にはストレッチを行いましょう。これらを１日30分から

1時間行います。運動をする際、体に何らかの不安がある
方は、始める前に医師に相談しましょう。運動中は、体の
新陳代謝が高まって水分が不足しやすくなるので、運動
前・中・後には水分補給をするように心がけましょう。ま
た、体調の悪いときには、無理をせず運動を避け、休息を
とるようにしましょう。

健康で長生きをするためには、みなさ
ん一人ひとりが気をつけていく必要があ
ります。健康への第一歩を踏み出したい
方は、ぜひ一度「ゆ～かむ」へお越しく
ださい。専門トレーナーが健康づくりの
お手伝いをします。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

（H15.7.7生れ）

分田（鹿本）

Qおじいちゃんおばあちゃん
からのメッセージ
清く・正しく・たくましく

Qわたしから一言
こうちゃん、あいちゃん、
のんちゃん、これからもみ
んなで仲良く遊ぼうね！

（H16.2.24生れ）

古閑（山鹿）

Qわたしたちからの一言
パパ大好き！お仕事頑張って
ね！

（H15.11.14生れ）

（H17.4.9生れ）

中央通（山鹿）

日時u12月５日b 山鹿・菊鹿
日時u 12日b 山鹿・鹿北
日時u 19日b 山鹿・鹿本
日時u 26日b 山鹿・鹿央

鹿北・菊鹿・鹿本・鹿央は、13：30～15：30まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
場所u鹿　北→鹿北総合支所
場所u菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（17年７月21日～17年８月20日生）
日時u12月６日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊７～８か月児健診（17年４月生）
日時u12月20日c 13：30～14：30受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊１歳６か月児健診（16年４月生）
日時と対象u
12月15日e 山鹿q（山鹿・大道校区）
12月27日c 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（14年８月生）
日時と対象u
12月16日f 山鹿q（山鹿・大道校区）
12月22日e 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（17年４月・８月生）
日時u12月13日c 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

＊１歳６か月児健診（16年４月・５月生）
日時u12月21日d 13：30～14：30受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u12月５日b／菊鹿、12日b／山鹿・鹿北、
19日b／鹿本、26日b／山鹿・鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿・菊鹿・鹿本・鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター

医療に関する患者や家族からの相談などを看護師および
担当の職員が対応します。必要に応じて医療機関への事実
確認や情報提供なども行います。
窓口の場所u

県健康福祉部地域医療推進課内（県庁新館３階）
〒862‐8570 熊本市水前寺６丁目18番１号　　　
電話：096‐383‐7220 ＦＡＸ：096‐385‐1754
Ｅメール：tiikiiryou@pref.kumamoto.lg.jp

受付日時u月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
（休日・年末年始を除く）

k

日時u12月14日d 13：30～14：30受付
場所と対象u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」お問い合わせは、各総合支所の保健師まで

山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１
菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

看護師（必要に応じて小児科医）が、子どもの急な病気
に関する応急の対応や処置に対する助言、受診可能な医療
機関の情報提供などを行います。
設置場所u熊本地域医療センター
受付日時u毎日・午後７時～11時まで
電話番号u＃８０００

ただし、携帯電話やダイアル回線の場合は、
０９６‐３６４‐９９９９におかけください

※お問い合わせは、「医療相談窓口」「小児救急電話相談」
ともに山鹿保健所・総務企画課（144‐4121）まで

現在、麻しんおよび風しんの予防接種の対象年齢は１歳
～90か月（７歳半）未満となっていますが、その対象年齢
が平成18年４月１日から１歳～２歳未満となります。
したがって、来年４月１日から２歳以上のお子さんは対
象外となるため、麻しん・風しんにかかっておらず、予防
接種が未接種の方は今年度中（18年３月31日まで）に受け
ておくことをおすすめします。
【接種を受ける前に】
・接種の前に必ず母子手帳で接種履歴を確認しましょう。
もし、わからない場合はお住まいの地区の総合支所の保
健師までお問い合わせください。
・麻しん・風しんの予防接種は、直接医療機関に受けに行
く個別接種になっています。その際、事前に医療機関に
電話申し込みが必要です。
・予防接種を受けるときは、母子手帳を必ず持参してくだ
さい。

場所と日時u

q鹿北公民館
12月１日E ９：30～11：00

wＪＡ鹿本岩野支所
12月１日E 11：30～13：00／14：00～15：30

eミカエル山鹿店
12月22日E ９：30～11：30／12：30～15：30



山
鹿
俳
句
会

十
月
例
会

岩
岡
中
正
選

秋
潮
や
天
に
横
た
ふ
関
門
橋

小
南
や
ち
よ

ふ
る
里
の
小
橋
渡
れ
ば
秋
の
声

坂
田
　
昭
代
　

コ
ス
モ
ス
の
透
き
と
う
り
つ
つ
夕
映
る

松
下
悠
紀
子

山
鹿
川
柳
会

十
月
作
品

越
猪
百
笏
選

手
の
ひ
ら
に
乗
せ
る
幸
せ
だ
っ
て
あ
る
　
　
　

阿
久
津
大
三
郎

じ
っ
く
り
と
折
り
合
い
付
け
る
落
し
蓋

永
井
　
敬
久
　

み
ど
り
児
に
乳
房
が
ふ
た
ぁ
つ
あ
る
平
和

小
西
　
逸
生

山
鹿
市
芸
術
祭
短
歌
大
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

（
天
賞
・
互
選
地
賞
）

野
に
放
つ
大
地
の
こ
ゑ
か
い
っ
せ
い
に
咲
き

て
朝
の
緋
の
曼
珠
沙
華
　

西
合
志
　
高
橋
　
愛
子

（
地
賞
）

湧
き
出
づ
る
水
は
み
ど
り
の
藻
の
上
を
滑
り

ゆ
く
な
り
き
ら
め
き
な
が
ら
　

山
鹿
　
有
働
　
真
澄

（
人
賞
）

清
流
の
浅
瀬
に
遊
ぶ
白
鷺
の
二
の
足
し
か
と

立
ち
て
端
整
　
　
　
　
植
木
　
梅
守
　
紀
子

互
選

（
天
賞
）

昼
は
わ
れ
夜
に
は
猪
が
栗
拾
う
里
山
の
幸
分

か
ち
合
い
つ
つ
　
　
　
菊
鹿
　
竹
元
　
文
代

（
地
賞
）

野
佛
の
顔
に
も
ふ
れ
て
芒
穂
の
風
に
韻
け
る

音
か
す
か
な
る
　
　
　
熊
本
　
加
来
は
る
か

※
十
月
号
有
働
恵
子
さ
ん
の
短
歌
で
「
し
な
や
か

に
身
を
く
ね
ら
せ
て
青
大
将
昼
の
甃
い
し
み
ち
長
々
と
ゆ

く
」
の
ふ
り
が
な
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
山
鹿
短
歌
会
）

あ
じ
さ
い
短
歌
会

十
一
月
例
会

中
満
重
明
選

黄
金
の
延
べ
板
か
じ
る
虫
の
ご
と
稲
刈
り
機

ゆ
く
阿
蘇
谷
は
る
か
　
　
　
　
山
口
　
信
博
　

里
山
の
色
も
香
も
な
き
竹
の
花
狂
ふ
が
ご
と

く
咲
き
て
枯
れ
ゆ
く
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子
　

歌
ひ
と
つ
掬
へ
ぬ
も
の
か
草
千
里
浜
の
真
中

の
水
の
た
ま
り
辺
　
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

合
同
肥
後
狂
句
会

十
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

自
信
満
々
目
指
す
は
世
界
新
記
録寺

本
凡
久
良

ボ
ツ
ボ
ツ
棚
田
に
映
え
る
彼
岸
花松

井
　
爆
笑

痛
か
ろ
う
痙
攣
し
よ
る
活
き
づ
く
り

長
瀬
　
狂
介

長
瀬
狂
介
選

自
信
満
々
立
ち
止
ま
ら
す
る
菊
の
花

宮
本
て
つ
哉
　

食
欲
の
秋
乙
女
心
は
迷
い
箸

落
合
　
万
吉

早
か
ね
ぇ
柱
の
傷
が
又
延
び
た

松
井
　
爆
笑

鹿
北
短
歌
会

十
月
例
会

中
満
重
明
選
　

言
の
葉
を
失
ひ
し
夫
病
室
を
訪
ね
し
わ
れ
を

見
つ
め
手
を
ふ
る
　
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

移
り
来
て
土
に
親
し
み
夫
八
十
採
り
た
て
野

菜
の
こ
の
醍
醐
味
よ
　
　
　
　
月
脚
み
や
子

万
倍
の
祈
り
を
こ
め
て
土
に
播
く
玉
ね
ぎ
の

種
黒
き
宝
石
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
　
久
雄

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

十
月
例
会

播
摩
粋
明
選

心
機
一
転
炊
き
割
っ
て
か
ら
人
の
出
来

古
田
千
万
歩

心
機
一
転
心
は
と
う
に
仏
さ
ん
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
　
元

心
機
一
転
三
日
も
し
た
ら
元
ど
う
り

中
満
　
甘
柿

銀
河
俳
句
会

魁さ
き
がけ
て
紅
葉
し
る
き
不
動
岩

木
場
　
掬
野
き
く
の

柿
熟
る
る
郷
の
夕
映
え
八
方
ヶ
岳疋

田
由
利
子

野
に
在
り
し
儘ま
ま

野
を
活
け
て
秋
惜
し
む

児
玉
て
る
美

わ
さ
び
会
　
肥
後
狂
句

甘
過
ぎ
る
た
ま
に
ゃ
檄
ど
ま
入
れ
ん
か
い

古
閑
マ
ル
ミ

食
欲
の
秋
戸
棚
開
け
ち
ゃ
ァ
つ
ま
み
食
い

小
水
流

こ

ず

る

繁
富
し
げ
と

ボ
ツ
ボ
ツ
景
色
眺
め
て
ウ
オ
キ
ン
グ

城
　
　
紫
葉

菊
鹿
短
歌
会

十
月
作
品

芒
穂
す
す
き
ほ
の
ゆ
れ
る
山
路
夫つ
ま
と
ゆ
く
亡
父
母
ふ

ぼ

と

開
墾
せ
し
栗
園
に
　
　
　
　
　
竹
元
　
文
代
　

両
脇
に
コ
ス
モ
ス
揺
る
る
木
戸
潜
り
広
報
配

る
と
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
す
　
　
坂
本
サ
チ
子
　

諦
め
と
不
安
が
均
衡
保
ち
ゐ
て
ル
ー
ペ
頼
り

に
活
字
を
拾
ふ
　
　
　
　
　
　
黒
田
　
衣
子

俳
句
教
室

十
月
例
会

互
選

こ
が
ね
色
日
毎
に
垂
れ
る
稲
筵

い
な
む
し
ろ本

田
　
義
雄

わ
れ
も
ま
た
風
の
中
な
り
秋
桜

あ
き
さ
く
ら島

田
　
絹
枝

藤
袴
光
を
纏ま
と

ふ
時
匂
ふ

藤
永
　
郁
代

鹿
本
短
歌
会
　
十
月
例
会

台
風
の
過
ぐ
る
待
つ
間
の
い
ら
だ
ち
に
雲
の

流
れ
を
ま
た
確
か
む
る
　
　
　
後
藤
　
戌
雄
　

ま
だ
動
く
手
脚
が
あ
り
て
有
難
し
八
十
九
歳

け
ふ
も
髪
梳す

く
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
子

み
ち
の
く
を
旅
せ
し
こ
と
も
は
る
か
に
て
泣

か
す
れ
ば
鳴
る
鳴
子
の
こ
け
し波

多
野
シ
ノ
ブ

鹿
央
短
歌
会

十
月
作
品

石
垣
の
草
取
り
す
れ
ば
隙
間
よ
り
蜥
蜴
と
か
げ

覗
き

て
我
を
窺
う
か
がう

　
　
　
　
　
　
　
木
下
志
摩
子

真
紅

く
れ
な
い
の
も
み
じ
葵
の
花
咲
け
り
空
澄
み
渡

る
初
秋
の
庭
に
　

木
下
　
精
子

台
風
の
予
報
流
れ
る
朝
庭
に
赤
き
蜻
蛉
あ
き
つ

の
ス

イ
ス
イ
と
飛
ぶ
　

竹
原
　
黎
子
れ
い
こ

※10月中の届出受付分を掲載しています

来　民 長島　萌さん　財津裕冴さん　今坂莉輝さん　
藤永東子さん　浦部紗圭さん

稲　田 福田紗英さん
中　富 隈部昇成さん

◆おくやみ◆

山　鹿 森崎健次さん(83) 岩永フクさん(94)
宇野　�さん(71) 下川マツさん(92)
米加田ハジメさん(103) 中村トヨカさん(88)
田上キヌエさん(93) 森　大助さん(86)
安達チサトさん(99)

米　田 松林キヨメさん(107) 中嶋孝一さん(79)
川　辺 石橋朝幸さん(75) 山口秋野さん(95)

岩崎モリエさん(92)
八　幡 村上エツ子さん(76) 池上チズヨさん(89)

冨田アイ子さん(74) 平尾千代子さん(89)
木村ウメカさん(79)

平小城 末松シカヲさん(95)
三　岳 深浦サトルさん(95) 堤　チヱノさん(103)

本田イツヱさん(96) 松本光吉さん(93)
三　玉 木庭義継さん(86) 渕上シズコさん(98)

大�春男さん(85) 渕上節代さん(69)
立山康之さん(72)

大　道 西田浪湖さん(37) 光永保昭さん(71)
大仁田　亘さん(16) 鈴木キヨさん(102)

岩　野 口サカエさん(76) 西牟田深海さん(82)
広　見 白木則人さん(82)

内　田 村上孝慶さん(77) 杉チドリさん(95)
六　郷 橋本清次さん(78) 坂本秀近さん(83)

小松　登さん(77)
城　北 森田鎭子さん(82) 冨田政冨さん(93)

中原ミドリさん(93)

来　民 小山セツ子さん(72) 橋本正男さん(89)
三島�記さん(81)

稲　田 東スミエさん(90) 中嶋清幸さん(67)
浦上ヨシ子さん(91) 有尾秋義さん(99)
長野篶男さん(75)

中　富 冨田勝義さん(67) 森山ツル子さん(86)

千　田 前田アヤ子さん(82)
米野岳 荒木公全さん(64)
山　内 森　光安さん(78)

◆およろこび◆

山　鹿 稗島孝一朗さんQ建山千恵さん
池田　剛さんQ續　和美さん

八　幡 平井　健さんQ三姓めぐみさん
平小城 古家智明さんQ高木玲子さん

永渕賢二さんQ丸山ひとみさん
三　岳 水上美春さんQ出井美咲さん
大　道 泉　真一さんQ�永敬子さん

坂本脩一さんQ篠宮トミ子さん
矢野優作さんQ 立沢子さん
�木昌弘さんQ楠井恵子さん

内　田 飯川修一さんQ栗原貴実子さん

来　民 渡邉敏彰さんQ堤　由佳さん
稲　田 古荘智宏さんQ井上京子さん
中　富 佐藤孝弘さんQ本田英美さん

小 博文さんQ中村理恵子さん

千　田 �森大介さんQ緒方里美さん
中井敏郎さんQ古江一美さん　

◆うぶごえ◆

山　鹿 荒木陸翔さん　吉本彩愛さん
宮良龍喜さん　前田華澄さん
野田櫂叶さん　宮下涼華さん
�山優斗さん　森本夢佳さん
高�百華さん　岩木麗奈さん

米　田 斎藤翔真さん
川　辺 猿渡一華さん
八　幡 池田大晟さん　樋口和也さん

荒井里緒菜さん　長迫和貴さん
三　岳 永田　葵さん　中嶋遥咲さん
三　玉 住本乃愛さん　塩山健太さん

神生侑奈さん　野田奏太さん
大　道 一法師伶央さん　高木詩歩さん　

江�一達さん　斉藤海凪さん
北本大稀さん　遠藤　琉さん

岩　野 田島愛�さん
広　見 稲葉円香さん


